
 

伊
藤 

 

健
吉 

(

木
製
家
具
製
造
工) 

青
森
市
匠
の
職
人 

(

平
成
23
年
度
受
賞) 

【
取
材
レ
ポ
ー
ト
】 

大
家
族
の
末
っ
子
だ
っ
た
伊
藤
さ
ん
。
母
親
か
ら
「
雪

が
降
る
青
森
で
も
、
年
中
仕
事
が
あ
る
家
具
屋
は
ど
う

か
」
と
勧
め
ら
れ
、
家
具
職
人
の
道
に
進
み
ま
し
た
。 

中
学
卒
業
後
、
職
業
訓
練
所
で
一
年
間
基
礎
を
学
び
、

市
内
の
木
工
所
に
入
社
。
19
歳
で
上
京
し
、
当
時
、
百

貨
店
の
超
一
流
家
具
を
作
っ
て
い
た
製
作
所
の
下
請
け

木
工
所
に
弟
子
入
り
し
、
一
流
の
家
具
職
人
の
技
と
、
昔

な
が
ら
の
〝
職
人
気
質
〟
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。 

東
京
か
ら
帰
り
、
昭
和
49
年
に
独
立
。
始
め
は
部
屋

の
内
装
工
事
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
仕
事
が
大
半
で
し
た
が
、

よ
う
や
く
本
格
的
に
家
具
作
り
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
頃
、
伊
藤
さ
ん
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
家
具
見

本
市
か
ら
何
か
を
得
よ
う
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
ま
す
。

着
色
せ
ず
、
自
然
材
を
そ
の
ま
ま
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
、
丈
夫
で
親
子
三
代
に
渡
っ
て
使
え
る
超
一
流
家
具

は
、
伊
藤
さ
ん
に
大
変
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
地
元
青

森
ひ
ば
を
使
っ
た
家
具
作
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
沸
き
ま
す
。

「
ひ
ば
は
必
ず
し
も
良
い
木
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
長
持

ち
し
た
り
、
虫
が
つ
か
な
い
点
は
良
い
け
れ
ど
も
、
日
に

焼
け
や
す
い
し
、
柔
ら
か
い
の
で
キ
ズ
が
つ
き
や
す
い
。

で
も
、
日
に
焼
け
る
と
落
ち
着
い
た
色
が
で
て
き
て
、
キ

ズ
が
つ
く
と
、
そ
の
キ
ズ
を
い
つ
つ
け
た
の
か
と
、
思
い

出
が
残
る
ん
で
す
」
と
、
伊
藤
さ
ん
は
語
り
ま
す
。 

北
の
厳
し
い
風
雪
に
耐
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
年
輪
を

重
ね
成
長
し
た
『
青
森
ひ
ば
』
と
、
厳
し
い
修
行
に
耐
え
、

一
流
の
技
を
習
得
し
た
『
匠 

の
職
人
』
技
か
ら
生
ま
れ
た 

作
品
は
、
こ
れ
か
ら
何
十
年 

と
歳
月
を
重
ね
て
よ
り
味
わ 

い
が
深
く
な
り
、
様
々
な
人 

の
思
い
出
と
共
に
、
生
き
続 

け
ま
す
。 

 

伊藤さんが亡くなる直前に完成したちゃぶ台 ほか 

（※伊藤さんは、受賞決定後の平成 23 年 11 月 18 日に急逝されました。） 

主な受賞歴 

 '84 年 全日本中小企業総合見本市入賞。 

 '84 年 全国特産物奉献式奉献（明治神宮） 

 '85 年 青森県新作木工品展示会入賞 

問い合せ先 青森ひば民芸家具（伊藤木工所）

      〒030-0955 

      青森市駒込字見吉 148-1 

      TEL/FAX 017-741-1105 

い
と
う 

 
 
 

け
ん
き
ち 

「
何
十
年
と
歳
月
を
重
ね
て
よ
り
味
わ
い
深
く
な
り
、

様
々
な
人
の
思
い
出
と
共
に
生
き
続
け
ま
す
。」 


